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に派遣されている Jorn Theurkauf博士と Roman Gula博士、ポスドク研究員の Alfredo Attisano（イタリア）、インターンのドイツ人 Sam
の４人をあわせた合同チームで調査を行った。理学部特別研究員の佐藤望は SFR 資金からではなく、ポーランド科学アカデミーの所属研
究員として旅費を支給された。 
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研究 1 ニューカレドニア本島における野外調査 





調査期間:2015年 10月 7日〜12月 29日 調査地:フランス領ニューカレドニア 南部州立「巨大シダ公園」  
調査対象:托卵者:ヨコジマテリカッコウ Chalcites lucidus  





















ュージーランド カンタベリー大学の Briskie教授と共に分析を行う予定である。 
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②図書 
南太平洋の托卵をめぐる攻防（佐藤望）2016 In:『野外鳥類学を楽しむ』 上田恵介 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
